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現金収支イベント例 切手等の販売 貯金の預入 保険料の受領
（下線斜体が支払） 郵便料金の受領 貯金の払戻 保険金の支払

振込金の受領
情報の流れ

現在の窓口 － 単に一般的な局の窓口イメージです。

現金の収受

現金の保有 事業区分別の残高必要なし

独自事業 切手等の販売 貯金の預入 保険料の受領
（宝くじ販売他） 郵便料金の受領 貯金の払戻 保険金の支払

振込金の受領
情報の流れ

分社後の窓口

現金の収受

現物現金の一括保有
現金の保有 計算残高のみあり 計算残高のみあり 計算残高もあり 計算残高のみあり それぞれのシステムより収支の差額により計算

＊現物残高と計算残高の差が貸付金ｏｒ借入金となる 現物の動きと情報の内容が一致していれば、４システムの収支差額が
現物の増減額に一致する

会計処理（仕訳）貸付金 販売収入 貸付金 販売収入 現金 借入金 貸付金 受取保険料
貸付金 現金 支払保険金 借入金

現金 貯金
貯金 現金

郵便システム 郵貯システム 簡保システム

窓口

収支管理システム（独自
事業のみ）

窓口１ 窓口２

郵貯システム 簡保システム郵便システム

窓口ＮＷ 郵便 貯金 保険
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